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独立行政法人国立青少年教育振興機構

国立信州高遠青少年自然の家

※「伊那藤沢」「中央道茅野」「茅野駅」と当青少年自然の家の間は、
　ご希望があれば送迎いたします。（要予約）
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Ⅰ はじめに
１. 国立信州高遠青少年自然の家は

　国立信州高遠青少年自然の家は、南アルプス・中央アルプス・八ヶ岳を望む、タカトオコヒガンザクラと

城下町で知られる伊那市高遠町の晴ヶ峰高原にあります。

　広大なからまつ林の中に白樺が点在し、小川のせせらぎ・小鳥のさえずり・可憐な草花、冬は綿帽子の

ような雪と水晶のように透き通った氷など、四季を通して自然が豊かです。この大自然の中で、青少年に

対し、生きる力の育成に必要な自然体験や集団宿泊活動をはじめ、多様な体験活動の機会を提供してい

る青少年教育施設です。

２. 教育目標（教育理念）

　「体験活動を通した青少年の自立」を目指して、次のような理念を掲げ、目標の達成に努めています。

　（1） 集団生活等をとおして、協調性を育むとともに基本的生活習慣の形成を図る。

　（2） 自然に親しみ、自然を大切にする心や自然や美しいものに感動する心など感性を培う。

　（3） 集団生活等によって規律・協同・友愛及び奉仕の精神を養う。

　（4） 自然の中で心身を鍛練し、自主性や創造力を育てる。

標　　高	 1,218ｍ
敷地面積	 160万㎡
建物面積	 1万2千㎡
宿泊定員　宿泊棟		  300人
　　　　　キャンプ場	 200人


